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補３－２－１ 

延焼防止ダンパに係る安全上重要な施設の選定の考え方

１．概要

グローブボックス内で火災が発生した際の感知から影

響軽減までの流れについては第１図のとおりである。 

グローブボックスの給気系及び排気系の延焼防止ダン

パは延焼防止の機能を有しているが，以降に示すように

グローブボックスの火災の消火，閉じ込め機能の維持機

能を有していないことから，安全上重要な施設に選定し

ない。 

２．安全上重要な施設の選定の考え方

火災の発生時，消火時及び消火完了後の各段階におい

て，延焼防止ダンパに係る安全上重要な施設の選定の考

え方を示す。 

２．１ グローブボックスの火災発生時（消火ガス放出ま

で）

火災の感知後，グローブボックス排風機を除く給排風

機を停止し，グローブボックス給気系の延焼防止ダンパ

を閉止する。 

グローブボックス排風機は運転を継続しており，グロ

ーブボックス内の負圧が維持されるため，グローブボッ

クス給気系の延焼防止ダンパは安全上重要な施設（閉じ

込め機能の維持機能）とはしていない。

２．２ グローブボックスの消火時 

(１ )グローブボックス給気系の延焼防止ダンパ



補３－２－２ 

グローブボックス内で火災が発生した場合は，グロー

ブボックス消火装置により消火を行う。 

その際，グローブボックス排風機の運転により，グロ

ーブボックス内を負圧に維持しながら消火が可能なた

め，グローブボックス給気系の延焼防止ダンパを安全上

重要な施設（火災の消火機能）とはしていない。 

 (２ )グローブボックス排気系の延焼防止ダンパ 

グローブボックス排気系の延焼防止ダンパは火災の消

火完了後に閉止する。延焼防止ダンパに消火の機能を期

待しないため，安全上重要な施設（火災の消火機能）と

はしていない。 

２．３ グローブボックスの消火完了後（グローブボック

ス排風機停止後） 

グローブボックスの消火完了後，グローブボックス排

風機を停止する。 

排風機を停止した状態ではグローブボックス内の雰囲

気の動的な移動が少なくなり，その状態でM O X粉末を含

む可能性がある雰囲気が給気系や排気系に移行する場合

でもフィルタによって捕集・浄化が可能であり，延焼防

止ダンパに閉じ込めの機能を期待する必要がないため，

安全上重要な施設とはしていない。 

 

 



第１図 消火装置起動から影響軽減までのフロー図 
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注１：グローブボックス内消火は，グローブボックスを

負圧に維持しながら消火を行う必要があること
から，グローブボックス排風機の運転中に起動

できるインターロックを設ける設計とする。

注２：フロー上の「避圧エリア」とは，火災が発生したグ
ローブボックスが設置されている工程室(火災

区域)が含まれる避圧エリアを示す。

：自動で動作するもの

：運転員が介在する操作

グローブボックス内で火災が

発生

グローブボックス温度監視装置の感知器

による火災感知及び警報発報

直ちに作動

一定時間後に作動

規定時間経過後に作動

グローブボックス消火装置

起動(注１)

消火ガス放出完了

当該火災区域のグローブボックス排気ダクトの延焼防止ダンパ（ｆ）を閉止

消火ガス放出開始

（ピストンダンパ（ｅ）を閉止）

直ちに作動

グローブボックス排風機を手動停止

① 送風機，建屋排風機，工程室排風機の

順に停止

② 避圧エリア（注２）の工程室給気系に設

置する延焼防止ダンパ（ａ）を閉止

③ 工程室排気系のフロア境界に設置する

避圧エリア形成用自動閉止ダンパ（ｂ）

を閉止

④ 窒素循環設備の窒素循環ファン停止

⑤ 避圧エリアのグローブボックス給気系に

設置する延焼防止ダンパ（ｃ）を閉止

⑥ グローブボックス排気系のカウンタバラ

ンスダンパ下流に設置する延焼防止ダ

ンパ（ｄ）を閉止



 

 

第２図 消火装置起動から影響軽減までの系統図（消火ガス放出前） 
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第３図 消火装置起動から影響軽減までの系統図（消火ガス放出時） 
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第４図 消火装置起動から影響軽減までの系統図（消火ガス放出後） 
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